
ＨＤＤの丸ごとコピー・ＨＤＤのクローンを作る

パソコンのＨＤＤは時々壊れます。ＨＤＤを交換するたびに全部のアプリ

ケーションをインストールする必要があります。この作業にいささか疲れる

と、マスターのＨＤＤを作ってこれをコピーしてクローンを作ればいつも同

じ状態に戻せてよいなあ。と考えます。

新しいＨＤＤを購入するとコピーツールが付属している製品も販売されてい

ます。おまけではないのでそれなりの購入価格になります。しかも、ＯＳや

ＨＤＤの容量の指定やら面倒なことが記載されている。その上、ＧＵＩ画面

での操作となると、そのソフトもインストールする必要があり、なんだかん

だと面倒です。

フロッピーで可能なら、コピーツールの痕跡も無く便利なのになあ。

構想が浮かんだので、Ｗｅｂで調査です。多くのページは市販品を使った結

果を記しています。何箇所か、ＤＯＳでの記事がありましたが、Ｗｉｎ＿９

８、Ｗｉｎ＿ＭＥまでで、さすがにＷｉｎ＿ＸＰはありませんでした。

試行錯誤しながら、Ｗｉｎ＿ＭＥで可能かテストです。あっけなく完成しま

した。同じソフトで、Ｗｉｎ＿ＸＰで実験です。結論は、面倒だが完成しま

した。新しくインストールするよりは楽ですし、同じ状態に戻るので、安心

です。では、その顛末を・・・。

ＨＤＤのクローンを作っても、同じパソコンで使うなら何台作っても許され

ます。

ソフトを入手する

さて、Ｗｅｂであちこち調べると、古い記事がありました。１９９８年のも

のです。その中に、Ｙｕｐｄａｔｅ．ｅｘｅというソフトを使って、コマン

ドをキーボードから打ち込んでＨＤＤのコピーを行ったら完成した。という

ものです。早速探してダウンロードです。作者に深く感謝です！！

　ＹＵＰＤＡ２５９．ＬＺＨ　　７１ｋｂです

機材・小生が使ったもの

機材は、パソコン２台

ｗｉｎ＿ＭＥ起動用のフロッピーディスク

ｗｉｎ＿ＸＰ用のＯＳのＣＤ－ＲＯＭ

です。



１．Ｗｉｎ＿ＭＥ機、セレロン７３３Ｍｈｚ

　　プライマリー・マスターと、セコンダリー・マスターのＨＤＤを引出し

　　式のケースで交換出来るように作った自作機。

　　プライマリー・スレーブとセコンダリー・スレーブはＣＤ－Ｒ／ＤＶＤ

　　とＣＤ－Ｒです。記事中ではＣ７３３機と記します。

２．Ｗｉｎ＿ＸＰ機、ペン３Ｇｈｚ

　　シリアルＨＤＤの時代に、わざわざＩＤＥのＨＤＤを搭載したものを購

　　入しました。こういうことが生じるかもと、ＨＤＤドライブはセレロン

　　機と同じメーカー同じ構造の引出し式に変更しました。Ｆｏｒｍａｔも

　　ＦＡＴ３２で同じにしました。

　　つまりこの機器のＨＤＤはＣ７３３機に挿入できます。セコンダリー・

　　マスターはＣＤ－Ｒ／ＤＶＤ。記事中ではＸＰ機と記します。

Ｗｉｎ＿ＭＥを考察

ＹＵＰＤＡ２５９．ＬＺＨ　７１ｋｂを解凍して詳細な解説のＤＯＣを読む

と、コマンドをいくつか使えばコピーが出来そうです。

１．最初に、Ｗｉｎ＿ＭＥの起動ディスクを作ります。

　　この起動ディスクにはもう空きがありませんので、ＥＤＢ．ＣＡＢを削

　　除します。そして、このフロッピーに、C:\windows\smartdrv.exe 

　　と、解凍したyupdate.exe をコピーします。

２．コピー元（原本）のＨＤＤを作ります。Ｃドライブ１台です。

　　ＯＳと最小のアプリケーションを入れるために、３．２ＧｂのＨＤＤを

　　使いました。動作を確認し、アプリケーションの設定を行います。

３．コピー先のＨＤＤに交換し、fdisk を実行し、ＣドライブとＤドライ

　　ブを作ります。その後、formatを行い、使えるようにします。

　　Ｃドライブは、原本の３．２Ｇｂより大きい容量の方がよいでしょう。

　　Ｄドライブは、ファイルやデータを入れるために使います。

　　Ｃドライブだけに設定すると、最悪の場合ファイルやデータを紛失しま

　　す。今回、８０Ｇｂを半分づつに分け、Ｃ：￥、Ｄ：￥としました。



４．コピー元（２．原本）をプライマリーマスターに、コピー先をセコンダ

　　リーマスターに接続します。ＣＤドライブがぶつかるときは、ＣＤドラ

　　イブをはずします。Ｃ：￥、Ｄ：￥、Ｅ：￥、とドライブが３台になり

　　ます。

５．フロッピーから起動します。画面選択でキーボードを選びます。

　　画面が停止したら、

　　A:\smartdrv.exe 

　　とキーボードから打ち込むと使われるドライブの表示が出ます。

５．次に、

　　A:\yupdate.exe -x -ncwin386.swp -nd_RESTORE C:\ D:\

　　と打ち込むと y/n と表示が出ます。ENTERを押すとyが入力されてＣ  

    ドライブのすべてが隠しファイルも含めてＤドライブにコピーされま   

    す。

　　終わるまで中止は出来ません。

　　セレロン７３３機で１．５Ｇｂで１５分くらいを要しました。

　　このコマンド説明は、yupdate を実行、-x:長いファイル名もコピー

    -nc:swpファイルをコピーしない、-nd:_RESTORE ディレクトリーを

    コピーしないです。

６．コピーされたＨＤＤをプライマリーマスターに接続して、もし外したな

　　らＣＤドライブを元道理に接続します。

　　Ｃドライブから起動して、元のＨＤＤと同じ画面が出れば完成です。

Ｗｉｎ＿ＭＥを考察・おまけ

コピー方法を記しましたが、実際にはＢＡＴファイルを作り、番号をキー

ボードで選択すれば動作できるようにしています。

つまり、フロッピーから起動すると目次が表示され、ｆｄｉｓｋやコピーを

番号で選択実行します。ＢＡＴファイルの作り方や利用方法の本を見かける

ことがなくなり、ＧＵＩに移行していますが、やはりＢＡＴファイルでの実

行は簡単便利です。

file:///A:/SMARTDRV.EXE
file:///A:/YUPDATE.EXE
file:///C:/
file:///D:/


ＨＤＤのコピーの基本は、Ｗｉｎ＿ＭＥの記事と同じですので、前述を参考

にして下さい。使用したフロッピーも同じ物です。

今回は、ＨＤＤ１：１０Ｇｂ、ｈｄｄ２：８０Ｇｂです。

ＨＤＤ１、ｈｄｄ２をそれぞれ２個に分割すると、４個のドライブが完成し

ます。ＨＤＤ１のメインを元本とし、ｈｄｄ２のメインをコピー先として、

ＨＤＤ１をプライマリ・マスタ、ｈｄｄ２をセコンダリ・マスタに接続する

と、Ｃ：ＨＤＤ１．１、Ｄ：ｈｄｄ２．１、Ｅ：ＨＤＤ１．２、Ｆ：ｈｄｄ

２．２となります。間違えないようにＤＩＲコマンドで確認します。 

ＨＤＤを接続して、フロッピーから起動します。

　　A:\smartdrv.exe

とキーボードから打ち込むと使われるドライブの表示が出ればＯＫです

次のコマンドは少し短くて

　　A:\yupdate.exe -x C:\ D:\

です。

Ｗｉｎ＿ＸＰのＯＳとアプリケーション部分は３．３Ｇｂで、コピー時間は

Ｃ７３３機で約３０分、ＸＰ機で約１５分でした。

Ｗｉｎ＿ＸＰを考察

Ｗｉｎ＿ＸＰを考察・起動するのか？

コピーしたＨＤＤをＸＰ機に接続します。

起動すると次の画面になります。

Invalid system disk
Replace the disk,and then press any key

この表示は、システムが無いので起動出来ませんという表示です。

少し前に、ＸＰ機のＨＤＤをＣ７３３機に入れ起動しようとした時と同じ画

面です。Ｗｉｎ＿９８やＷｉｎ＿ＭＥでは起動しますが、Ｗｉｎ＿ＸＰは起

動しません。ＯＳのＷｉｎ＿ＸＰをインストールすれば解決します。

で、ＸＰのＣＤ－ＲＯＭを入れると、回復コンソールを使って修復するには

Ｒをと表示が出るので、Ｒを押すと、次の画面でアドミニ・・・のＩＤの入

力をと言うのでこの方法は失敗です。

再度、ＣＤ－ＲＯＭで起動して、最初は、ｓｅｔｕｐのｅｎｔｅｒを押しま

す。時間をおいて今度は、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰを修復するにはＲをというの

でＲを入れます。その後、時間を要して、見慣れたＷｉｎｄｏｗｓの画面が

表示されてやれやれです。

file:///A:/SMARTDRV.EXE


Ｗｉｎ＿ＸＰを考察・再起動するのか？

いいようなので再起動します。ここで問題が発生しました。

最初に、次の画面が出ます。

Windows XP Home Edition
Dos

昔のＰＣ９８０１と同じ目次のような選択画面です。

Ｄｏｓがなぜ入っているのか、Ｄｏｓを選択すると同じ画面に戻ります。つ

まりＤｏｓは無いのです。Ｗｉｎｄｏｗｓを選択すると、ＸＰが起動しま

す。

さて、どうするべきか？？

もしや、Ｄｏｓが原本に入っていたのか？原本の作成に失敗したのかと、も

う一度ＸＰの原本のＨＤＤを作り、再度実行しました。同じ結果です。

Ｏｓのインストール時に修復ＳＥＴＵＰを実行しなければ、この問題は生じ

ませんが、すべてのアプリケーションのインストールをする事になるので、

この方法は失敗です。

近くの本屋で調べます。ＷｉｎｄｏｗｓＸＰコマンドリファレンスという本

を入手。ｆｉｘｍｂｒなどとコマンドの記載があります。がこれを使うには

回復コンソールをインストールする必要があります。解説の通りにＣＤ－Ｒ

ＯＭからインストールします。

Windows XP Home Edition
Dos
回復コンソール

最悪な結果です。なんと起動画面に項目が増えました。

何の解決にもなりません。再考察です。しばし、休憩！！



Ｗｉｎ＿ＸＰを考察・起動画面はどうなるのか？

もう１度ＨＤＤのコピーをしてファイルを調査しました。

ファイルバイト数が０ｋｂのものがあります。

Ｗｉｎ＿ＭＥではｓｙｓファイルをコピーしません。なぜ、ｉｏ．ｓｙｓと

ｍｓｄｏｓ．ｓｙｓなどがあるのだ、これがＤｏｓなのかも、いらないので

はと考え、

  autoexec.bat 0kb

  config.sys   0kb

  io.sys       0kb

  msdos.sys    0kb

の４個を削除。

Ｘｐ機にいれて、ＯＳのインストールを実行します。

最初の画面は出ません。なんと、いいようです。

それではと、原本のＨＤＤから４個のファイルを削除して、コピー、ＸＰ機

にいれＯＳの修復インストールを実行します。

完成です。

ずいぶん時間を要しました。発想から３日間を要しました。

ＨＤＤコピー・クローンの作成・総括

ＨＤＤを入れ替えると、ＯＳやアプリケーションのインストールにほぼ１日

を要し、まだ設定が終わらないことや、抜けている箇所が生じます。

クローンが出来れば、少しは簡単になるかと考察した結果は満足な結果でし

た。設定は毎回、元にもどります。

修復作業時間は、

　Ｗｉｎ＿ＭＥ：１５分、Ｗｉｎ＿ＸＰ：５０分～６０分

です。

小生のパソコンには、マイクロソフトの製品はＯＳ以外はインストールして

ありません。もし、多くのアプリケーションでＩＤ番号の入力が必要なら、

この方法が実行できないかもしれません。実行される方は、自己責任で行っ

て下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記 18.02.24



機材・画像

使った機材です。

左：Ｃ７３３機

右：ＸＰ機

使用した３．５インチＨＤＤ：原本２台、ほか６台、計８台

　左端上下：引出し式ＨＤＤ、カバーを取ったものと、カバー

　右上：引出し式ケースに入れたＨＤＤ　右下：使ったＨＤＤ


